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関
東
圏
に
異
常
な
降
雪
を
も
た
ら
し

た
寒
い
冬
も
終
焉
を
迎
え
、桜
の
開
花

の
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
こ
え
て
き
た
今
日
こ

の
頃
、後
援
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、日
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、平
素
よ
り
後
援
会
活
動
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、そ
し
て
今
年
に
入
っ
て
も
、

局
地
的
な
度
重
な
る
災
害
（
大
雨
・
竜

巻
・
大
雪
）に
見
舞
わ
れ
る
大
変
な
年

で
あ
り
ま
し
た
が
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
決
定
と
い
う
話
題
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
足
掛
か
り
に
更
な
る
景
気

上
昇
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、昨
年
５
月
に
会
長
を
拝
命
し

て
か
ら
、早
い
も
の
で
10
カ
月
が
経
過

し
、
卒
業
、
入
学
を
迎
え
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。本
会
と
し
て
も
、本
年
度
の

各
種
事
業
を
計
画
に
従
っ
て
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、無
事
順
調
に
滞
り
な

く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

３
月
２
日（
日
）か
ら
３
月
16
日（
日
）

に
か
け
て
、支
部
主
催
に
よ
る「
新
入
会

員
説
明
懇
談
会
」が
、左
表
の
と
お
り
全

国
18
の
会
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、こ
の
４
月
か
ら
入

学
す
る
学
生
の
ご
父
母
の
皆
様
に
、入

学
前
後
の
説
明
や
先
輩
会
員
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
少
し
で
も
不
安
を
取
り
除
い
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
新
入
生
も
多
く
参
加
し
、

新
入
生
同
士
の
初
顔
合
わ
せ
の
場
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
支
部
総
会
開
催

３
月
８
日（
土
）、
秋
田
市
の「
秋

田
温
泉
さ
と
み
」に
お
い
て
秋
田
県
支

部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
相
場

博
行
前
支
部
長
に
は
、そ
の
ご
尽
力
に

対
し
、
後
援
会
会
長
（
代
理
で
沼
尻

副
会
長
）
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
新
支
部
長
に
は
小
原
博
英

氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

れ
も
ひ
と
え
に
大
学
事
務
局
、
役
員
、

理
事
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
賜
物
と
心
よ
り
厚
く
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の「
特
別
事
業
」と
し
て
は
、

北
門
か
ら
学
生
駐
車
場
門
の
改
修
及
び

正
門
か
ら
学
生
駐
車
場
門
の
ネ
ッ
ト
フ

ェ
ン
ス
化
と
周
辺
整
備
、そ
し
て
、安

全
・
防
犯
上
の
観
点
か
ら
、学
友
門
か

ら
正
門
、
東
門
か
ら
南
東
門
そ
し
て
バ

イ
ク
置
場
、
学
生
駐
車
場
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
度
の「
特
別
事
業
」に
つ
き
ま
し

て
は
、特
別
事
業
委
員
会
に
お
い
て
審

議
し
た
結
果
、「
W
21
棟
（
学
生
合
宿
棟
）

の
改
修
（
案
）」を
理
事
会
に
提
示
し
、

了
承
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

合
宿
棟
は
、学
生
達
が
有
効
に
利
用

し
て
い
る
施
設
で
、昭
和
60
年
に
建
設

さ
れ
て
以
来
、数
回
に
わ
た
り
改
修
は

さ
れ
て
い
ま
す
が
、全
体
的
に
老
朽
化

が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
、女
子
学
生
も
多
く
施
設

を
利
用
す
る
上
で
、設
備
が
対
応
さ
れ

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、

こ
の
機
会
に
よ
り
良
い
も
の
に
改
修
工

事
を
行
い
、学
生
諸
君
が
快
適
に
利
用

で
き
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
よ
り
楽

し
く
充
実
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
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よ
り
良
い
環
境
で
楽
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

後
援
会
会
長

田
中
則
弘
（
S4
新
潟
）

ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
、
わ
が
子
の
通
う
大
学

の
益
々
の
興
隆
発
展
を
願
い
、学
生
と

会
員
の
皆
様
と
連
携
し
、少
し
で
も
環

境
の
良
い
中
で
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
送
れ
る
よ
う
、ま
た
、学
生
諸
君
の
更

な
る
生
活
向
上
を
目
指
し
て
後
援
会
活

動
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、柳
澤
理
事
長
先
生
、波
多
野

学
長
先
生
は
じ
め
教
職
員
の
皆
様
の
ご

厚
誼
に
感
謝
申
し
上
げ
、ま
た
会
員
の

皆
様
に
は
後
援
会
活
動
に
一
層
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平成26年度新入会員説明懇談会開催一覧
開　催　日 主催支部 開　催　会　場

3月2日（日） 茨城県支部 筑西ダイヤモンドホール

〃 新潟県支部 アトリウム長岡

〃 北陸支部 富山電気ビルディング

〃 東海支部 安保ホール

〃 近畿支部 ホテルホップインアミング

〃 西中国支部 コンフォートイン広島平和大通

3月8日（土） 秋田県支部 秋田温泉さとみ

3月9日（日） 青森県支部 青森国際ホテル

〃 岩手県支部 北上市さくらホール

〃 蔵王支部 悠湯の里　ゆさ

〃 福島県支部 清稜山倶楽部

〃 群馬県支部 高崎ビューホテル

〃 栃木県支部 ホテル丸治

〃 長野県支部 ホテル信濃路

〃 山梨県支部 ホテル春日居

3月15日（土）沖縄県支部 沖縄県青年会議所

3月16日（日）千葉県支部 学友会館

〃 静岡県支部 静岡商工会議所

平
成
26
年
度
新
入
会
員
説
明
懇
談
会
を
開
催

相場前支部長（右）に感謝状を贈呈 群馬県支部会場の様子



「
静
岡
県
支
部
」
と
の
出
会
い
は
、

「
新
入
会
員
説
明
懇
談
会
」
で
し
た
。

同
じ
出
身
校
の
木
元
さ
ん
と
二
人
で
伺

い
ま
し
た
。
役
員
の
方
は
熱
心
な
方
が

多
く
、
お
子
さ
ん
の
大
学
で
の
様
子
な

ど
を
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
何
も
知

ら
な
い
私
達
は
大
学
に
入
っ
て
ま
で
役

員
決
め
が
あ
る
と
は
知
ら
ず
、『
い
い

人
』
に
な
っ
て
気
楽
に
二
人
で
役
員
を

受
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
自
分
達
が

理
事
役
員
を
受
け
る
な
ど
考
え
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

活
動
を
続
け
る
中
、
役
員
の
方
は
と

て
も
仲
が
良
く
支
部
会
も
楽
し
く
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
学
年
が
上
が
る
に
従

い
自
分
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し

多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て

前
静
岡
県
支
部
長

阿
久
津
　
藤
子
（
A
４
）
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お
世
話
に
な
っ
た
子
ど
も
が
、
あ
っ

と
い
う
間
の
四
年
間
の
学
業
を
終
了

し
、
大
人
に
な
っ
て
社
会
人
と
し
て
旅

立
ち
ま
す
。

学
園
生
活
に
一
抹
の
不
安
を
抱
え
つ

つ
、
大
学
に
送
り
出
し
た
こ
と
を
昨
日

の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

入
学
当
初
、
大
学
の
授
業
の
様
子
や

子
ど
も
の
生
活
ぶ
り
を
少
し
で
も
知
り

た
い
と
思
い
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
が
後
援
会
の
行
事
で
し
た
。

会
合
に
は
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国

か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
積
極
的
に
参
加

さ
れ
て
お
り
、
環
境
は
違
っ
て
も
、
自

分
の
子
ど
も
は
勉
強
し
て
い
る
の
か
、

友
達
は
出
来
た
の
か
な
ど
、
子
ど
も
を

思
う
親
の
不
安
や
心
配
は
一
緒
で
し
た

の
で
、
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
進
級
・
就
職
活
動
な
ど
、
お
互

い
の
状
況
を
尋
ね
た
り
、
報
告
し
た
り

と
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
援
会
に
は
、
大
学
と
の
橋
渡
し
を

し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
学

長
先
生
を
は
じ
め
大
学
の
先
生
や
事
務

の
方
々
の
対
応
が
親
切
で
わ
か
り
や
す

く
、
子
ど
も
達
の
大
学
生
活
の
様
子
に

つ
い
て
、
授
業
科
目
の
単
位
の
取
得
状

況
・
課
外
活
動
・
学
外
で
の
実
習
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
詳
細
に
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

機
会
あ
る
ご
と
に
先
生
方
に
い
ろ
い

ろ
と
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ

さ
ま
で
安
心
し
て
大
学
生
活
、
工
房
の

活
動
、
就
職
活
動
を
見
守
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

学
長
先
生
か
ら
、
大
学
の
近
況
や
新

学
舎
の
紹
介
な
ど
、
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
子
ど
も
に
話
し
た
と
こ

ろ
、
就
職
先
の
仕
事
の
参
考
に
な
る
と
、

翌
日
早
速
見
に
行
っ
た
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
と
の
会
話
や
、
子
ど
も

の
行
動
や
意
識
に
役
立
ち
ま
し
た
こ
と

に
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
多
く
の
方
々
と
出

会
い
、
大
学
の
熱
心
な
姿
勢
に
心
を
打

た
れ
、
安
心
し
て
四
年
間
の
学
生
生
活

を
見
守
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
後
援

会
活
動
に
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
在
学
中
の
ご
父

母
の
皆
様
に
も
後
援
会
行
事
へ
の
参
加

を
お
薦
め
い
た
し
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
日
本
工
業
大
学
の
益
々

の
ご
隆
盛
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

後
援
会
に
参
加
し
て

千
葉
県
支
部
長

福
田
　
千
恵
（
M
４
）

て
い
く
と
、「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」

へ
の
動
員
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
集
ま
る
の
は
役
員
ば
か
り
で
一
般

会
員
は
２
名
く
ら
い
で
す
。
電
話
作
戦

な
ど
行
い
ま
し
た
が
、
手
紙
を
受
け
取

っ
た
時
点
で
出
欠
は
既
に
決
ま
っ
て
お

り
、
電
話
で
気
持
ち
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、次
年
度
よ
り「
新
入
会
員
説

明
懇
談
会
」の
時
に「
地
域
別
教
育
懇
談

会
」
の
大
切
さ
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。

離
れ
て
暮
ら
す
子
供
の
学
生
生
活
を
知

る
上
で
よ
い
機
会
で
あ
る
こ
と
、大
学

の
先
生
が
学
生
に
つ
い
て
調
べ
て
き
て
、

お
話
し
下
さ
る
大
切
な
時
間
な
の
で
是

非
参
加
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」
の

お
知
ら
せ
を
郵
送
す
る
前
に
、一
年
生

だ
け
に
電
話
連
絡
を
し
て
、
都
合
を
つ

け
て
参
加
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
ま

し
た
。
結
果
15
名
中
10
名
参
加
と
い
う

良
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
、
無
事

静岡県支部総会・地域別教育懇談会の様子

新入会員説明懇談会で挨拶をする阿久津さん

大学祭に支部会員と見学に（一番右が福田さん）

に
「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
学
年
は
支
部
会
費
も
全

員
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
仕
事
多
忙
な
中
、
事
務
局

と
な
っ
て
細
か
く
連
絡
を
取
っ
て
下
さ

っ
た
木
元
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
田
代
元
支
部
長
を
は
じ
め
と

す
る
歴
代
の
支
部
長
様
達
に
支
え
ら
れ

て
、
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様
が
静
岡
県
支
部
を
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
切
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
日
、
長
良
川
を
舞
台
と
し
た
ド
ラ

マ
を
見
ま
し
た
。
岐
阜
城
、
川
沿
い
の

小
京
都
の
よ
う
な
街
並
み
、
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
、
こ
の
道
は
、
か
つ
て
理
事

会
で
訪
れ
た
時
に
支
部
の
仲
間
と
歩
い

た
な
と
思
い
出
し
ま
し
た
。
多
く
の
人

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
学
ぶ
こ
と
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
も

こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
活
か
し
て
い
け
る

と
思
い
ま
す
。
良
い
思
い
出
、
多
く
の

出
会
い
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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いま社会で使われているLED照明がやがて家
庭から廃棄されても、はるかに長いLED素子の
寿命を活かして価値のある再利用を考えたい。
照度に厳しい要求がないイルミネーションへの応
用はその一案であり、キャンパス内の一部で廃
LEDを用いたイルミネーション実験を行う。場合に
より、宮代町のイベントと協力してLEDイルミネー
ションのシステムを展示・実演することも考える。

平成25年度　環境分野研究奨励助成金採択研究テーマ

研究テーマ及びチームの構成

研究テーマ

1

研究代表者

教職員：
学　生：

サクラ落葉の堆肥化への挑戦

創造システム工学科　佐野健一
創造システム工学科4年 
天貝祐樹
創造システム工学科3年 
小沼賢太、小串良太、小暮隆正、田中和也、
三上源太
創造システム工学科1年
飯島加奈子

研究期間 研 究 の 概 要 助成額（円）

サクラの落葉は、微生物発酵を阻害する成分を
含むことから、堆肥化や腐葉土化が困難であり、
堆肥化に3年もの期間を要するとも言われてい
る。本研究では、学内に多く植樹されているサク
ラの落葉を、甲虫類幼虫に代表される落葉食性
を持つ昆虫類、またはこれらと共生する原生生
物類、微生物類を利用した、効率のよい堆肥化・
腐葉土化法の開発を目指す。また学生が、より
広い視野を持って取り組めるよう、併せて東京
大学におけるイチョウ落葉の堆肥化の取組みに
ついて、実地学修を行うことを計画している。

平成25年
　　  8月01日

平成26年
　　  3月31日

200,000〜

研究テーマ

2

研究代表者

教職員：
学　生：

大気汚染状況と大気透過率との関係調査

共通教育系　斎藤弘雄
電気電子工学科1年
森田遥乃、中山昌美
創造システム工学科1年
堀真由香、種部千遥

中国の大気汚染（PM2.5）の問題より、日本に
おいてもPM2.5を中心とする大気の汚染状況
が注目されている。本研究では公表されている
大気汚染状況と実際の大気透明度との関係
を検証する。定期的に同一地点から複数方向
の遠方の対象物を望遠鏡等を用いてイメージと
して記録し、その鮮明度と測定時の汚染状況を
比較する。大学だけではなく、山間部や大都市
圏など異なる場所の情報も取得し、大気汚染
状況と実際の大気の透明度の関係を明らかに
する。

平成25年
　　  8月01日

平成26年
　　 03月01日

200,000〜

研究テーマ

3

研究代表者

教職員：
学　生：

お掃除ロボットの完全な太陽光発電運用の
ための充電システムの開発

情報工学科　中村一博
情報工学科3年
渡辺孝弘、中村壮太、新谷和己
情報工学科2年
笹嶋悠輔、渡辺貴也
情報工学科1年
梅本真弥、ゲレロファビオ、松田弘樹

毎回使う掃除機は、電子レンジに並ぶピーク電
力の大きな家電である。ほかの家電と同時に使
うと、ブレーカー落ちの原因になることもある。太
陽光発電活用によるピーク電力削減は、家・職
場のブレーカー落ち回避のみならず、社会的な
夏冬の電力供給の安定化効果も期待される
が、掃除機を太陽光発電運用するコストは大き
い。そこで、バッテリー搭載お掃除ロボットに着目
し完全な太陽光発電運用を目指す。

平成25年
　　  9月01日

平成26年
　　 3月31日

200,000〜

研究テーマ

4

研究代表者

教職員：
学　生：

リサイクルLEDを用いたキャンパス
イルミネーション実験

ものづくり環境学科　雨宮隆
分担者：安原鋭幸
ものづくり環境学科4年
村田修一、中島広貴
ものづくり環境学科3年
雨谷康平、京免大輔、栗原大明、
田中聡之、早野雄大、原口寿章、谷部政勝

平成25年
　　 10月01日

平成26年
　　  9月30日

200,000〜

助成総額：1,000,000円

佐野　健一

斎藤　弘雄

中村　一博

雨宮　隆

プラスチック系廃棄物は分別さえ行われれば、再
利用はすることができる。そこで、学内で捨てられ
るプラスチック系の廃棄物をしっかりと分別し、マ
スコットキャラクター形状に成形して携帯電話スト
ラップなどに再利用することで、プラスチック材料
の知識を深めることと同時に、環境負荷低減へ
の意識を高める活動を行う。分別にあたり材質
が不明なプラスチックについては固有の比重、
軟化点、融点を利用した簡易的な装置を作製し
て、回収物全量の分別を試みる。

研究テーマ

5

研究代表者

教職員：
学　生：

学内のプラスチック系廃棄物の分別と
再利用の試み

ものづくり環境学科　安原鋭幸
分担者：雨宮隆
ものづくり環境学科4年
中島広貴、小林幹、八木諒太
ものづくり環境学科3年
柴田大樹、阿部充、鵜澤龍寛、小林峻也、
澤部優実、古木翔馬

平成25年
　　 10月01日

平成26年
　　  9月30日

200,000〜

安原　鋭幸

日本工業大学は、平成13年6月に国際環境規格「ＩＳＯ140001」の認証を取得し、全学をあげて環境問題に積極的に取り組んでいます。本
会は大学の掲げる環境方針に賛同し、かつその推進に協力するため、平成14年度より環境に関する研究に対し「環境分野研究奨励助成」
を設け、助成を行っています。本年度は、以下の５件が採択されました。



平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日（
土
）後

援
会
会
報
九
十
四
号
発
行

十
二
月
一
日（
日
）第
三
十
回
吹
奏
楽
団

定
期
演
奏
会

十
二
月
八
日（
日
）〜
九
日（
月
）宮
代
会

臨
時
総
会（
奈
良
）

十
二
月
八
日（
日
）、十
五
日（
日
）学
内

合
同
企
業
説
明
会

十
二
月
十
三
日（
金
）〜
十
五
日（
日
）エ

コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2013に
出
展（
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
）

平
成
二
十
六
年
一
月
十
二
日（
日
）大
学
・

後
援
会
・
工
友
会
・
宮
代
会
合
同
新

春
懇
親
会（
ヒ
ル
ト
ン
東
京
）

一
月
十
八
日
(土
)〜
十
九
日
(日
)�セ
ン
タ

ー
入
試
会
場

二
月
二
十
二
日（
土
）サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

連
絡
協
議
会
、天
満
宮
例
祭

二
月
二
十
三
日（
日
）役
員
会
、理
事
会
、

特
別
事
業
委
員
会

二
月
二
十
四
日（
月
）〜
二
十
八
日（
金
）

学
内
合
同
企
業
説
明
会（
計
142
社
）

三
月
一
日（
土
）留
学
生
別
科
修
了
式

三
月
二
日（
日
）茨
城
県
支
部
新
入
会

員
説
明
懇
談
会（
筑
西
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ホ
ー
ル
）、新
潟
県
支
部
新
入
会
員
説

明
懇
談
会（
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
）、北

陸
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会（
富

山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）、東
海
支
部

新
入
会
員
説
明
懇
談
会
(安
保
ホ
ー

ル
)、近
畿
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談

会（
ホ
テ
ル
ホ
ッ
プ
イ
ン
ア
ミ
ン
グ
）、西

中
国
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会

（
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
イ
ン
広
島
平
和
大
通
）

三
月
八
日（
土
）秋
田
県
支
部
総
会
・
新

入
会
員
説
明
懇
談
会（
秋
田
温
泉
さ

と
み
）

三
月
九
日（
日
）青
森
県
支
部
新
入
会

員
説
明
懇
談
会
(青
森
国
際
ホ
テ
ル
)、

岩
手
県
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談

会（
北
上
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら

ホ
ー
ル
）、蔵
王
支
部
新
入
会
員
説
明

懇
談
会（
悠
湯
の
里
ゆ
さ
）、福
島
県

支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会（
清
稜

山
倶
楽
部
）、群
馬
県
支
部
新
入
会

員
説
明
懇
談
会（
高
崎
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
）、栃
木
県
支
部
新
入
会
員
説
明

懇
談
会（
ホ
テ
ル
丸
治
）、長
野
県
支

部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会（
ホ
テ
ル

信
濃
路
）、山
梨
県
支
部
新
入
会
員

説
明
懇
談
会（
ホ
テ
ル
春
日
居
）

三
月
十
五
日（
土
）沖
縄
県
支
部
新
入

会
員
説
明
懇
談
会（
沖
縄
県
青
年
会

議
所
）

三
月
十
六
日（
日
）千
葉
県
支
部
新
入

会
員
説
明
懇
談
会（
学
友
会
館
）、静

岡
県
支
部
新
入
会
員
説
明
懇
談
会

（
静
岡
商
工
会
議
所
）

4

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成
績
・

生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、
ご
意

見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

後
援
会
行
事
抄

会
員
の
皆
様
へ
～
ご
子
息
・
ご
息

女
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
～

保
証
人
様
の
ご
住
所
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
は
、
お
早
め
に
、
学
生
支
援

課
に
変
更
届
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
工
業
大
学
卒
業
ア
ル
バ
ム
委

員
会
で
は
毎
年
「
卒
業
ア
ル
バ
ム
」

を
製
作
し
て
い
ま
す
。
各
学
科
、
各

研
究
室
の
ペ
ー
ジ
や
一
年
次
か
ら
の

学
内
風
景
、
学
生
行
事
の
ペ
ー
ジ
が

あ
り
、
非
常
に
見
ご
た
え
の
あ
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
生
涯
の

思
い
出
に
残
る
大
学
生
活
の
記
念
と

し
て
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
全
頁
フ
ル

カ
ラ
ー
で
価
格
は
送
料
込
み
で
９
、

４
５
０
円
で
す
。

【
お
申
し
込
み
方
法
】

お
申
し
込
み
方
法
は
、
次
の
二
通

り
ご
ざ
い
ま
す
。

●
既
に
当
委
員
会
か
ら
ご
子
息
・
ご

息
女
様
に
配
布
し
て
い
る
振
込
用

紙
に
て
申
し
込
む
。

●
直
接
下
記
連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ

を
し
て
い
た
だ
き
、
振
込
用
紙
を

取
寄
せ
て
ご
両
親
様
が
申
し
込
む
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
「
ご
子
息
・
ご

息
女
様
と
ご
相
談
頂
き
、「
重
複
申

し
込
み
」
に
な
ら
な
い
よ
う
お
気

を
つ
け
下
さ
い
。

※
郵
便
局
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

【
お
渡
し
方
法
】

卒
業
ア
ル
バ
ム
は
、
お
申
し
込
み

の
際
、
振
込
用
紙
に
ご
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
住
所
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

発
送
は
当
委
員
会
が
委
託
し
た
株
式

会
社
メ
デ
ィ
ア
出
版
が
印
刷
・
製
本

を
行
い
、
代
行
し
て
発
送
い
た
し
ま

す
。

【
お
届
け
日
】

平
成
26
年
７
月

【
活
動
時
間
】

平
日12

時
40
分
〜
13
時
10
分

18
時
20
分
〜
19
時
20
分

【
連
絡
先
】
　

ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

当
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

電
話
番
号

０
４
８
０
｜
３
２
｜
２
１
５
８

E
-m

ail
nit.album

.info@
gm

ail.com

※
土
・
日
祝
日
・
長
期
休
暇
中
は
、

対
応
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
卒
業
ア

ル
バ
ム
の
発
送
以
外
で
は
使
用
い

た
し
ま
せ
ん
。

〜
四
年
生
の
ご
父
母
の
皆
様
へ
〜


